
平成１２年度防災功労者消防庁長官表彰式

平成１２年度防災功労者消防庁長官表彰式が、

去る１２月１５日�午後１時から、日本消防会館５
階大会議室（港区虎ノ門）において、盛大に挙

行されました。

防災功労者表彰は、風水害、大規模火災また

は地震等の災害に際し、水防活動、消防活動、

人命救助等の現場活動に従事し、顕著な功績が

あった団体を消防庁長官が表彰しているもので

す。

表彰式では、鈴木正明消防庁長官の式辞の後、

長官から受賞者一人ひとりに表彰状が授与され、

受賞者を代表して角田清彦名古屋市消防団連合

会会長が謝辞を述べ、最後に記念撮影を行い無

事終了いたしました。

今回受賞された方々は、平成１２年９月に発生

した東海地方を中心とする豪雨災害に際して顕

著な功績のあった団体で、以下の８団体です。

岐阜県 上矢作町消防団

愛知県 名古屋市消防団連合会

刈谷市消防団

西枇杷島町消防団

師勝町消防団

新川町消防団

東浦町消防団

稲武町消防団

（総 務 課）
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名古屋市大坪消防団 故 木邨副団長叙勲表彰伝達式

平成１２年９月１１日、東海地方を中心とする豪

雨災害に際し、殉職した名古屋市大坪消防団

木邨欽二 副団長に対する叙勲並びに表彰伝達

式が、１２月１３日�午後２時から、伊藤 廉消防
大学校長、河内弘明愛知県副知事をはじめ、多

数の参列者を迎え、名古屋市公館で執り行われ

ました。

伝達式においては、勲７等青色桐葉章、消防

庁長官功績章、愛知県知事功労章が贈られ、御

遺族に伝達されました。

木邨副団長は、豪雨災害に際し活動中、行方

不明となり、亡くなられました。心よりお悔や

み申し上げ御冥福をお祈りいたします。

（総 務 課）
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日本赤十字社名誉副総裁 �仁親王妃信子殿下の
救急救命九州研修所御視察

日本赤十字社名誉副総裁�仁親王妃信子殿下

が、１１月２８日�午後、北九州市で開催される福

岡県日赤紺綬会第４１回総会御臨席に先立ち、救

急救命九州研修所を御訪問されました。

当日は、�救急振興財団の矢野理事長からの

概要御聴取に引き続き、救急救命士が行う特定

３行為の実演や救急現場を再現したシミュレー

ションを熱心に御視察になりました。

（救急救助課）
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消防防災科学技術懇話会の設置

消防庁では、平成１２年１２月１５日�午前１０時よ
り、消防審議会室において「消防防災科学技術

懇話会」を開催しました。

この懇話会は、消防防災に係る科学技術につ

いて、最近の科学技術の動向や社会のニーズを

十分に把握し、より効率的かつ充実した研究開

発を推進するために設置されたものです。

当日は、消防庁長官の挨拶に続き、座長に上

原陽一委員（横浜安全工学研究所代表・横浜国

立大学名誉教授）が選出され、設置趣旨、災害

の現況と消防行政における課題、消防庁の研究

体制、消防研究所の研究事項等について消防庁

より説明を行い、その後、中長期の消防防災に

係る研究開発、今後の消防研究所の重点研究領

域及び研究開発事項について審議がなされまし

た。特に、消防研究所の研究内容のマネジメン

トの重要性等について、活発な意見交換がなさ

れました。

この懇話会の議論を踏まえ、来年４月より、

独立行政法人となる消防研究所の中期目標が作

成されることとなります。

なお、今後、年２回程度本懇話会を開催し、

研究開発の方向性や研究体制等について検討を

行うこととしています。

（消防防災科学技術懇話会委員）

○上原 陽一 横浜安全工学研究所代表・横浜

国立大学名誉教授

相川 直樹 慶應義塾大学医学部教授

石原 秋春 名古屋市消防局長・全国消防長

会技術委員長

岩倉 博 電気通信大学電気通信学部教授

小林 彬 東京工業大学大学院理工学研究

科教授

柴崎 亮介 東京大学空間情報科学研究セン

ター教授

次郎丸誠男 �日本防炎協会理事長
菅原 進一 東京大学大学院工学系研究科教授

二ノ方 壽 東京工業大学原子炉工学研究所

教授

室崎 益輝 神戸大学都市安全研究センター

教授

吉井 博明 東京経済大学コミュニケーショ

ン学部教授

※ ○は座長

（予 防 課）
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都道府県・政令指定都市防災担当課長会議の開催結果

平成１２年１１月２２日�、都道府県・政令指定都
市防災担当課長会議が、自治省講堂において、

開催されました。

会議では、細野光弘 前消防庁次長のあいさ

つに続き、小熊防災課長から「風水害対策の点

検について」と「火災・災害等即報要領の一部

改正について」の説明、向田震災対策指導室長

から「震災対策の点検について」の説明、梅原

防災情報室長から「消防・防災ヘリコプターか

らの画像配信体制の整備促進について」の説明

が行われました。

また、愛知県の門脇消防防災課長からは９月

１１日からの大雨による災害を踏まえて、鳥取県

の岩下防災監からは鳥取県西部地震による災害

を踏まえて、今後の防災対策の課題等について

の説明が行われました。

さらに、内閣安全保障・危機管理室、気象庁、

科学技術庁、建設省から防災対策についての説

明が行われました。

（防 災 課）
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中国公安部消防局視察団の訪日

日中消防の間では、集団研修や消防専門家派

遣、「中国・北京消防訓練センタープロジェク

ト」、平成１０年度「トップマネージャーセミナ

ー」や平成１１年度「日本消防代表団」の派遣に

よる交流など、良好な日中関係の維持、発展が

進められているところです。

その一環として、中国公安部消防局の天津消
チン チェン ション

防科研所から経 建 生 所長ほか４名（合計

５名）の視察団が、１１月１９日�～１１月２７日�の
日程により、消防庁、消防研究所、消防大学校、

東京消防庁、横浜市消防局、大阪市消防局、日

本消防検定協会等を訪問しました。

今回の訪日においては、中国公安部で現在検

討している市民防災教育施設整備計画の参考と

するとともに、中国における消防制度の発展に

資するため、防災館、消防博物館、市民防災セ

ンター等を中心に、我が国の消防関係機関の視

察、意見交換等が行われました。

我が国と比較すると中国の消防体制は未だ発

展段階にあり、日本の協力に対する期待は大き

く、今回の訪日を通じて、中国の消防体制整備

に係る我が国消防の支援の重要性があらためて

認識されるとともに、消防分野の日中技術協力、

交流が推進されました。

消防庁訪問

東京消防庁本所防災館視察

（消 防 課）
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第４回消防防災研究講演会の開催

消防研究所における消防防災の科学技術に関
する研究の成果を公開の場で発表するとともに、
参加される方々と討論を行う「第４回消防防災
研究講演会」を下記のとおり開催します。

記
１ 開催日時 平成１３年１月２６日�

１０：００～１６：３０
２ 開催場所 消防研究所情報管理棟大会議室

東京都三鷹市中原３－１４－１
TEL ０４２２－４４－８３３１

３ 講演内容
テーマ「市街地火災における空中消火技術」
� 市街地火災時の空中消火による火災
抑止効果に関する研究の概要

� 市街地火災を想定した空中消火実験
と活動基準について
� 投下水の散布範囲及び火災建物の温
度変化
� ヘリコプターの飛行による後流の発生
� 火災抑止と延焼阻止効果
� 水投下による放射照度の変化
� 市街地火災におけるCH－４７による
空中消火
� 市街地火災における空中消火の有効
性と限界

詳細については、消防研究所ホームページ
（http : //www.fri.go.jp）に掲載しております。

「昨年度開催した第３回講演会」

（消防研究所）
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平成１２年度消防庁関係補正予算案の成立

先月号に掲載いたしました平成１２年度補正予

算案については、去る平成１２年１１月２１日に衆議

院において、同月２２日に参議院においてそれぞ

れ原案どおり可決され、以下のとおり成立いた

しましたのでお知らせいたします。

１．消防補助金 ４４億３０百万円

� 消防防災施設緊急整備事業

３億２２百万円

� 消防防災設備緊急整備事業

３１億１百万円

� 消防団基盤緊急総合整備事業

１０億７百万円

２．その他消防庁事業 ３億６９百万円

� インターネットを活用した被災住民向

け災害情報システムの開発 ２億２３百万円

� 大深度地下等における消防隊員の位置

特定システムの開発 ６１百万円

� 消防研究所の研究用資機材の整備

８５百万円

合 計 ４７億９９百万円

（総 務 課）
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（平成１２年１１月３０日付）

氏 名 新 旧

藤 盛 雅 秀 辞職
（東京消防庁総務部企画課情報統計係長へ）

防災情報室情報企画係長

（平成１２年１２月１日付）

氏 名 新 旧

臼 井 正 人 防災情報室情報企画係長 東京消防庁多摩消防署機械装備係長

（平成１２年１２月５日付）

氏 名 新 旧

細 野 光 弘 辞職 消防庁次長

（平成１２年１２月６日付）

氏 名 新 旧

片 木 淳 消防庁次長 自治省行政局選挙部長
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平成１２年１１月の主な通知・通達

雪害に対する備え

放火による火災の防止

石油ストーブなどの安全な取扱い

消防自動車等の緊急通行時の安全確保に対する
協力の促進

（日本テレビ他３０局ネット）

☆テレビによる防災キャンペーン（１月分）☆

１２月の広報テーマ

発 番 号 日 付 あ て 先 発信者 標 題

消防危第１１０号 １１月２０日 各都道府県消防主管部長 危険物規制課長 「平成１１年中の危険物に係る事故の概要」の送
付について

消防予第２５７号 １１月２２日 各都道府県知事 次長 火災予防条例準則の一部改正について

消防予第２６５号 １１月２９日 各都道府県消防主管部長 予防課長 防炎表示者の認定について

消防危第１１３号 １１月２９日 各都道府県消防主管部長 危険物規制課長 甲種危険物取扱者試験の受験資格について

消防予第２６６号 １１月３０日 各都道府県消防主管部長 予防課長 火災通報装置の ISDN回線への接続等の取扱い
について

編 集 発 行 消 防 庁 総 務 課 〒１０５―８４８９東京都港区虎ノ門２丁目２番１号

TEL ０３（５５７４）０１２１

消防庁ホームページ http://www.fdma.go.jp

ご 存 じ で す か ～ 防 災 ミ ニ 百 科 ～

放 送 日 主 管 課 テ ー マ

１月４日�
（午前１１：２５～１１：３０）

防 災 課
（仮）１月１７日は「防災とボランティア」

の日

１月１８日�
（午前１１：２５～１１：３０）

予 防 課 （仮）文化財防火デー
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